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日　作 九 支 報

53　：67
− 7／，　1986

マ ル チ 栽培 に お け る落花生の 気象反 応 の 品種 間差異

につ い て

工 藤　康文
・
小代　寛正

〔熊本 県農業試験 場　園芸 支 場 〕

On　the　difference　in　the　 response 　 of 　peanut　 variet 孟es

　　　 to　weather 　under 　mulching 　cultivation

　 　 Yasufumi　KuDo 　and 　Tomemasa 　SYoDAI

（Kumamoto 　Agr，　Exp．　Sta，　Horticulture　Branch ）

　 般 に ，作物の 品 種 特性 を把握 す る た め に は 気象条件

の 年次変動 に 対す る 反応 の 解明 が重 要 な事と 思 わ れ る。

筆者 ら は ，
こ の よ うな観点 か ら 1978年 よ リタチ マ サ リ，

ナ カ テ ユ タ カ の 2 品種を用 い て マ ル チ 栽培 に お け る落花

生 の 作況 試験 を実 施 して きた が，作 況 調 査の 取 りま と め

と し て は デ
ー

タ の 蓄積 が 少 な い の で ，草 型 ・早 晩 性 の 異

な る 2品 種 の気 象 反 応 の 品種 間差 異 とい う観点か ら 取 り

ま と め た 結果 を報告す る 。

　なお ，こ の 報告に は 九 州農業試験 場 作 物第 2部 の気象

データ を使 用 さ せ て い た だ い た の で ，こ の 場 を借 りて お

礼申し上 げる 。

　　　　　　　　　栃 料及び方 法

　調 査 は ， 1978年 か ら1985年 まで 8 年間実施 した。供試

品 種 は早 生の タ チ マ サ リ，中生の ナ カ テ ユ タ カ の 2 品種

で，栽 植密度 は 畦 幅 12ecmに 条 問 45cmの 2 条植 え，株間15

cm で 11本／m2 に 設 定 し た。施肥量 は 豆化成300で 7   ／a （N
−O、21，P205−O．7，　 K20 −0．7  ！a）とし た。播種期は 8年

間の 平 均 で 4 月 14臥 最 も早 い 年 で 4 月 12日，遅 い 年で

4 月18日で あ っ た 。2 品種 と も開花期後90日を 目安 に 収

穫 し ，

一般 的 な 生 育 及 び 収 量 調 査 を行 っ た．

　　　　　　　　　 実 験 結 果

　 1 ．栽 培 期間の 気 象

　第 1 表及 び第 2 表 に 栽培期間 の 気象条件 を示 し た 。播

種 か ら 開花期 ま で （1 期）の 平均気温 は 暖 か い 年 で は 18℃

を超 えて い る が，寒 い 年 で は生育限界 に 近 い 16℃ で あ っ

た。II期 以 降 で は 寒い 年 で も20℃ を 超 え て お り，落花生

の 牛育 に は 支 障 な い もの と思 われ た。

　気 温 の 年 次 変 動 は 最 高 気 温 で 小 さ く最低気温 で 大 き く

平均 気 温 は そ の 中 間 で あ り， また最 低 気 温 で は 生 育 後 期

よ り初期の 年 次 変動が 大 き か っ た 。 降 水 量 ・日照 時 間 は

気 温 よ り も 年 次 変 動が 大 き く，栽 培 期 間 の 降 水 量 は 多い

年 で 約1，500mm， 少な い 年で 約700mm，積算 F「照時間 は多

い 年 で 約 1，000時間，少 な い 年 で 約500時 間 で あ っ た。

　 2．各 品種 の 形 質 と収 量 との 相 関

　第 3表 に 各 品種 の 主 要形質 を 8 年間の 平 均 値で 示 し た。

第 1 表　栽 培 期 間 の 気 象 条 件 （ナ カ テ ユ タ カ ）

ス テ　ー　ジ 1 II HIIV

平 平 均 〔℃ ） 17．222 ．625 ，427 ，7

均 最高（℃ ） 18．423 ．426 ．928 ，9

気 最低 （℃ ｝ 16．421 ，424 ．Q26 ．7
温 CV （％） 4．03 ．64 ．23 ．0

最 平均 （℃ ） 23．727 ．529 ．332 ．3

高 最高（℃ ） 24，328 ユ 30．833 ．6

気 最低 （℃ ） 22．526 ，728 ．430 ．3
温 CV （％） 2．41 ．73 ．33 ．5

最 平均 （℃ ） 10．817 ．62L323 ，0

低 …最高 （℃ ） 12．518 ．923 ．124 ．6

気 1 最低 （℃ ） 9．315 ，619 ．121 ．4
温

．
CV （％ ） 9．57 ，87 ，14 ．5

　油

降 平 均 （m皿） 199h5512295

水
最 高 （  ） 303211794831

最低（皿 ） 110 63245 80
量 CV （％ ） 38．237 ．432 ．885 ．6

日 平 均 （h ） 264 98138265

照 最高（h ） 321156 ユ88360
時 最低（h ） 159 79 75140
問 CV （％） 20．527 ．226 ．827 ．3

注 1　 1 ：播 種期 か ら開花期迄

　　 II：開 花期 か ら開 花期 後 20日 目 （開花盛期 ） 迄

　 　 III：開 花期 後 20日 目か ら50日 目 （お よ そ梅雨 明

　 　 　 　 け ）迄

　 　 IV ：閉 花期後 50日 目か ら収穫 期 ま で

注 2　
ト
ド均 。最大 ・最低 は 78か ら85年 の平 均 ・最人 ・

　 　 最低値

昭 和 61年 4月 22日　 第 63回 講 演 会 で発 表 。
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第 2 表　栽 培 期 間 の 気 象 条 件 （タチ マ サ リ）

ス テ
ー

ジ 1 工1 III 王V

平 平均 （℃ ） 16，821 、524 ．727 ．6

均 最 高 （℃ ） 18．122 ．726228 ．2

気 最低 （℃ ） 15．620 ．523 ．326 ．8
温 CV （％） 5．23 ．64 ．52 ．4

最 平 均 （℃ ） 23．227 ．228 ．732 ．1

高 最高（℃ ） 24．028 ．130 ．233 ．1

気 最低 （℃ ） 21，426 ．027 ．530 ，3
温 CV （％） 3．82 ．23 ，42 ．9

最 平均（℃） 10．415 ．720 ，723 ．0

低 最高（℃ ） 12．317 ．322 ，524 ．0

気 最低 〔℃ ） 8．213 ，518 ．521 ．4
温 CV 〔％） 11．87 ，77 ，73 ．7

降 平均（皿 ） 183 77531313

水
最高（  ）

最低 （皿 ）

29211016610659354841142

量 CV （％） 36，165 ．520 ．673 ，6

凵 平均 （h ） 1
　 　 　 　 5225118125247

照 最高（h ） 1284184177313

時 最低（h ）
1
　 　 155 87 59146

間
　 レ CV （％ ） 16．826 ．232 ．423 ．2

注 ：ス テ
ー

ジ は第 1表 に 同 じ Lt

第 3 表 　各品 種の 主 要形 質

　 　 　 　 形 質

品種

開花 期

　 〔 目

主 茎 長

　 〔：m

総 分枝　 着 莢数

数　 本　 莢 ／ m
‘

チ 実 重

  ／ a

タ チ マ サ リ 15 ，23（15） 49（19） 8．9〔10） 225〔3ω 259 〔38）

291 〔38）

　 彖1実 歩

　 合　％

　　64（11）

　　70ビ　5）

注 ： （ ）内 は変 動係 数 〔％ ）

開花期 は タ チ マ サ リが ナ カ テ ユ タ カ よ り 5 日早か っ た
。

主 茎 長 は ， 2 品種 と もほ ぼ 同 じで あ っ た が，ナ カ テ ユ タ

カ で は 2 次 ・3 次 分枝 の 発 牛 が 多 く総 分 枝 数 は タ チ マ サ

リよ り多か っ た。こ の た め ，収穫期 に お け る 茎 葉重 は タ

チ マ サ リ よ リナ カ テ ユ タ カ の 方が 大 き か っ た 。 着莢数 は

2 品 種 と もほ ぼ 同 じで あ っ た が ，ナ カ テ ユ タ カ は タ チ マ

サ リよ F） H実 百 粒重 ・ヒ実歩 合 ・剥 実 歩 合 が 高 く歩留 ま

りが 高か っ た。子 実重 は，8 年 問 の 平 均 で タ チ マ サ リ25．9

  ！a に 対 し ナ カ テ ユ タ カ 29，1  ／a で ナ カ テ ユ タ カ が 多

収 で あっ た。第 1 図に 8 年間の 収量 の 推移を示 し た 。 収

量 は さ び 病が 発 生 し て 低収 と な っ た 1981年 を 除 く と 最低

  ／ ユ

50

r4 〔｝

実

歪

30

20

10

o

［ ］弼 マ
．
サ リ

翅 効 テ ・・効

1978　　　1979　　 1980　　　1981　　　1982　　　1983　　　1984 　　　1985．

　　　　　第 1図　収量の 推 移

第 4表 子 実 重 と各 形 質問の 相関

タ チ マ サ リ ナ カ テユ タ カ

開

卞

花

茎

期

長

一
〇．806 申

一．0．493

　一
一

〇．967鱒

一D．007
数

重

数

重

重

合

枝

　

粒

歩

　

葉

莢

実

百

分

　

実

実

総

茎

着

莢

上

上

0．1820

．0870

、947＊＊

0．996＊＊

0，842＊＊

0．926＊ ＊

0．2780

．953＊ ＊

0．995＊＊

0，749串

0ユ 27

注 ：有意水 準
i ＊− 1 ％，s− 5 ％

収年 は，タ チ マ サ リ1980年 ， ナ カ テ ユ タ カ 1979年 ， 最 多

収年 は 2 品 種 と も1983年 で ナ カ テ ユ タ カ で は 40  ／a を

超 え る 多収 で あ っ た 。 1979年 は 4 月 中 旬 （播種 ） か ら 5

月 下 旬 （開 花 期 ） ま で の 旬 別 平 均気 温 が 平年 よ り

0．8〜3．1℃ 低 く，1980年 で は 4 月 中旬 か ら 5 月 ヒ旬 まで

の 旬別 平 均気温 が 平年 よ り2．0〜3．4℃ 低 か っ た 。一方

ユ983年 で は 4 月中旬 か ら 5月 下旬 まで の 旬別 平 均気温 が

平 年 よ り0．9〜2．8℃ 高か 一
） た 。

　 第 4 表 に 子 実 重 と各 形 質 問 の 相 関 係 数 を示 し た 。2 品

種 と も主 茎 長 ・茎葉 重 等 の 生 育 量 を表す 形 質 と 収量 と の

間 に 相関 は 認 め られ な か っ た 。 開花期 と は きわ め て 高い

負 の 相関が 認 め られ た 。 収 量構成要 素 で は ， 2品種 と も

着莢数 ・莢実重 と の 相関が き わ め て 高 く，上 実 百 粒 重 で

も高 い 相関 を示 した。しか し，上 実歩合で は タ チ マ サ リ

が き わ め て 高 い 正 の 相関を 示 す の に 対 し，ナ カ テ ユ タ カ

で は 相 関が 認 め ら れ な か っ た。

　 3 ．気 象要因 と子 実 重 及 び 収 量 構 成 各 要 素 との 関 係

　第 5 表，第 6 表 に 気 象 要 因 と 子 実 重及 び 収 量 構成各要
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素 との相関 を ス テ
ージ ご と に 示 した 。

　気温 に つ い て は 2 品 種 と も最高気温 との 相関関係が 認

め られ た 形質 は少 な く，最低気温 ・平均気温 との 相関関

係 が 多 く認 め ら れ た 。 1期 で は ，2 品種 と も こ の ス テ
ー

ジ の 最低 ・平 均 気温 が 高 い と 着莢数，上 実百粒重 が 大 き

くな り多収 とな る関 係 が認 め られ た。II期 で は，ナ カ テ

ユ タ カ に っ い て は こ の ス テ
ージの 最低 ・平 均 気温が 低 い

と着莢 数 が 増 加 し多収とな る関 係 が 認 め られ たが，タ チ

マ サ リ に つ い て は 特 に 関係は 認め ら れ な か っ た 。III期 で

は ， タ チ マ サ リに つ い て は こ の ス テージの 最低 ・平 均気

温 が 低 い と着莢数 が 増加 す る こ と が 認 め ら れ ，ナ カ テ ユ

タ カ に つ い て は こ の ス テージ の 最低気温が 低 い と上 実 自

粒．重が 人 き くな る こ と が 認 め ら れ た 。IV期で は タ チ マ サ

リに つ い て は気温 と の 関係 は認 め られ ず ， ナ カ テ ユ タ カ

に つ い て は こ の ス テ
ージの 最低気温が 低 い と上 実歩合 が ，

高 くな る こ と が認 め られ た 。

　降水量 に つ い て は，ナ カ テ ユ タ カ で は II期 の 降水量が

少 な い と着莢数が
．
増加 し て 多収 と な る こ と が認 め ら れ た

が ， タ チ マ サ 1丿で は特に関係 は認 め られ な か っ た，

　 目 照時間に つ い て は，ナ カ テ ユ タ カ で は IV期 の 日照 時

間 が 多い と着莢数が 増加 し て多収 とな る こ とが 認 め られ

た が ， タ チ マ サ リで は特 に 関係は 認 め られ なか っ た 。

　　　　　　　　　 考 　 　 察

本 報 告 で は ， タチ マ サ リ ・ナ カ テ ユ タ カ と もに 収穫期 に

お け る 主 茎長 ・茎 葉 重 等 の 生 育 量 を表 す 形 質 と収 量 と の

問に は と くに 関係は 認め ら れ な か っ た。財津 ら
4〕・6）

は 多

様 な 生
．
育が 期 待で き る 造 成 圃 場 に お い て タ チ マ サ リ等 を

栽培 し各品 種 には 収量 を極大 に す る生育量 の適値が 存在

す る こ と をあ き ら か に し た が，本報告の 結果 で は そ の よ

うな 関係は 認 め られ な か っ た。これ は財津 らが 最高期 の

．生育 量 と の 相関 を 求 め た の に 対 し，本報告 で は 落葉 ・．
落

莢 等の ロ ス を含 め な い 収穫 期 の 生育量 と の 相 関 を求 め た

か らで あ ろ う D

　 2 品 種 と も第 2 図 に 示 す と ts り子実 重 と着莢 数 と の 間

に 高い 相関が 認 め られ た が，回帰直線 は ナ カ テ ユ タ カ の

方 が ヒに あ っ た。また ， 図 に 示 す とお り上 実歩 合 は タチ

マ サ リが 62〜83％の 間 に 分布 し上実歩合の上昇 に 伴 っ て

子 実重 も増加 して い る の に 対 し，ナ カ テ ユ タ カ で は タ チ

マ サ リよ り高 くほ ぼ80％前後 に 分布 して い る が収量 との

相関 は
．
認 め られ なか っ た 。

こ の こ と は ナ カ テ ユ タ カ で ぽ

子 実の 充実が 収量 の 規制要 因 とな らな い が，タ チ マ サ リ

第 5 表 　気 象 要 因 と子 実 重 等 との 相 関（ナ カ テ ユ タ カ ） 第 6 表　気象要因 と子 実璽等 との 相 関 （タ チ マ サ リ）

ス テ ージ 1 1ー H匸 Iv

平
チ 実 重 1D ．90榊 ．．．o，74ネ 一〇、490 ．IO

均 着 莢 数 O．76累 一
〇，77率 一

〇、360 ．25

気 辷実百粒重 o、92樽 一
〇．39 一

〇．50 一
〇．／5

ウロ
i『」

上 実 歩 合
1

o．呂1 一
〇．31O ．17 一一

〇．41

臼．子　実　重 o．62 一
〇．30 一

〇．26o ．17
取

高 着　莢　数 o．41 （〕．34 〔｝．230 ．19
気 上実

．
自粒市 0、87纏 O．⊥5o ．020 ．14

・旧
巨11L

［．実 歩 合 〔〕．610 ．1D 臼．54O 、05

最
子　実　重 I　 o．88林 o．79艦 0．56 一

〇．04

低 着　莢　数 …　 o．80累．
一

〇．81率 口．39O ．18

気 上 実百粒虹 0．80＊ 一
〇、50 一

〇．73＊ 一
〇．44

ぐr目
1
．皿

上 実 歩 合 0、14 一
〇．40 一．0．10o ．72‡

降
子 　実　重

．0．13 一
〇．77＊ 一

〇．20o ．18

着　莢 　数
一
〇．34 一

〇．日8 一
〇．26o ．⊥9

水
上実百粒重 一

〇、05 一
〇．41 一

〇，28 〔〕，21
旦
甲．

上 実 歩 合 o．22O ．10 一
〇．22 一

〇20

1．亅 チ 　実　 重 O．650 ．530 ．30o ．78唯

照 着　莢　数 一〇．60D ．63o ．34O 、84櫛

時 …上 実百粒 車
．0．60o 、290 ，550 ．57

間
上 実 歩 合 u．13o ．240 ．42O 、11

注 1 ：ス テ
ージ は 第 1表 に 同 じ。

き† 2 　：有意 対く準 　
t ’− 1 ％，　＊− 5 ％

ス ナ
・．・

ジ 1 1［ 1［i iv

平 ｝子　実　重 O，71寒 O、04 一
〇．65O ．50

均 着　莢　数 0．72＊ 0，12 一．o．75ホ O．37
気 E実百粒重 o．93牌 0．14 一
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第 2 図　上 実歩合 及 び着莢数 と子 実重 との 関係

で は 子 実の 充実が 多収 に と っ て 重要 な 要因 と なる こ と を

示 し て い る。こ れ らの こ と は，第 7 表 に 示 す とお り生育

中期 か ら後期 にお け る両 品種 の LAI の 推移 の 差 に 基 づ

くもの と思 わ れ ，第 2 表 に 示 す と ts　1）両 品種 の 着莢 数 に

それ ほ ど差 が な い こ とか ら， タ チ マ サ リで は LAI が 小

さ く，Source 量 に 対 し Sink量 が 大 き過 ぎ る た め上 実 歩

合 が 不 安 定 に な っ て い る もの と推察 さ れ た。

　財津ら
5］

は，標準栽培 で 落花 生 の 生 育 と気象 要 因 との

関係 を検 討 し ， 温 度 要 因 が重 要 で あ る こ と を 指摘 し た 。

本報告で も子 実重 や着莢数 は降水 量 や 日照時間 よ り も温

度条件 との 相 関 が 高 く ， しか も気 温 の 低 い 播 種 か ら 開 花

期 まで （1期） の 期間の 温度条件 と の 相関が 高 く （第 3

図），この 期 間 の 積算 口照 時 間や 降水量 と の 間に は 相関が

認 め られ なか っ た。また ，こ の 期間の 気温 で も最高気温

は 重 要 で な く最低 気温 や 平 均気温 が 重要で あ っ た．島野

ら
2｝は 落花生 の 生育限界温度 を15℃ と報告 し て い る が，

第 1 表及 び第 2表 に 示 して い る よ うに こ の 期間の 最低 ・

平 均気温 は こ の 限界温度前後 な の で ，こ の 期 問の 低温 が

初 期 生 育 を通 して 収 量 の 規 制要 因 と な っ て い る と 思 わ れ

た。こ の 期 間 が よ り高温 で 経 過 す れ ば，島野 ら
2＞，小野 ら

1｝

が 報告 し て い る よ うに 開花 まで の 期 間 が 短 縮 し 梅雨 期 の

不良環境 に な る まえ に 多 くの 花 が 開花 して着莢数が 増加

す る こ と と，早期 に 着莢数が 確 保 さ れ 登 熟 期 間 が 延 長 し

　　　　　第 7表 　 LAl の 推 移 （1985 年 ）

月　 H5 ，256 ，10　6，24　7，2　7，23　8，2　8，128 ，23

タ チ マ サ リ 0．51 ．7　　3．4　　　3．6　　2、7　　3．4　　2．4L9

一

子

llla

誹
● タ チ マ サ リ

ム ナ カ テ ユ タ カ

実

・

：：1 ’
1

i。［　 巴．
＿ 3

．
1　　　　　　　　　　　●　 （r ＝o．852＊＊）

　 　
−fE．− L −一」 一一一　［ ．一一⊥一一一聖 一一一L −一　耻．＿

　　　　 78910111213 て二

　　　　　 最 低 気 温 （ 【期 の ’1！均 ）

　　　　　注 ：図 中 の 数 字 は年 を 表 わ す。
　 　 　 　 　 　 　 1 ： 1978

　 　 　 　 　 　 　 2　： 1979

　

　

〆

　 　 　 　 8　： 1985

第 3 図 　開 花期 まで の 気温 と 収量 と の 関係

て H実 百粒重 等が 大 き くな っ て多収 に な る もの と推察 さ

れ た 。こ れ ら の こ と は，2 品 種 と もに 共 通 で あ るが，開

花期が 遅い ナ カ テ ユ タ カ に よ り強 くあて は まる もの と思

わ れ る。

　また ， ナ カ テユ タ カ で は II期 の最低 ・平 均気温 が 低 い

と 着莢数が 多 く な り 多収 と な っ た が ，こ の ス テ
ージ の 気

温 は最高気 温 で も落花 生 の 適温 以 下 と考 え ら れ る の で ，

こ の 場合 は気温の 直接的 な影 響 とい う よ り も，槍水
31

が

述 べ て い る よ う に マ ル チ を通 し て の 影響 と考 え ら れ る。
一

方タチ マ サ リで は ナ カ テ ユ タ カ の よ うな関係 が認 め ら

れ なか っ たが，タ チ マ サ リの 子 房柄 が ナ カ テ ユ タ カ の 子

房柄 よ ワ もマ ル チ を貰通 す る前後 の 高温 に対 して 耐性 が

強 い か ど うか ，或 は ナ カ テ ユ タ カ と タ チ マ サ リ の 間に 子

実 肥 大 の 適 温 に 差 が あ る か ど うか は 今 後 検 討 を 要 す る。

　HI ・IV期 で は両 品 種 と も草 葉 が 繁茂 して マ ル チ 面 を被

覆 し て い る の で マ ル チ に よ る 昇 温効 果 は 期待 で きな い 。

従 っ て，IIIある い は IV期 に お け る ナ カ テ ユ タ カ の 最低 気

温 と ヒ実百 粒重 ・上 実歩合 と の 負相関お よ び タ チ マ サ リ

の 最 低 ・平 均 気 温 と着莢数 と の 負相関は 気温の 直接的な

影 響 と考 え られ る。こ の こ とは，最低気温が 低 く夜間の

呼吸 に よ る 光合成 産 物 の ロ ス が 少 な けれ ば な お 着莢数が

増加す る こ と を意味 して い る もの と 思 わ れ る e し か し な

が ら，こ の 二 期の 最低 気温 は 19〜25DCと それ ほ ど高い と
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は 思わ れ な い の で ，こ の 点 に つ い て は な お 検討 を要す る。

　降水量 に つ い て は，タ チ マ サ リで は特に 関係は 認 め ら

れ な か っ た が
，

ナ カ テ ユ タ カ に つ い て は II期 に お い て 収

量 と負の 相関が 認 め られ た。開花期 の 遅 い ナ カ テユ タ カ

で は こ の II期 が 梅雨 と遭遇 す る か 否 か は 多収 に と っ て 重

要 な 問題 で あ る と思 わ れ た．

　 日 照 時間 に つ い て は，ナ カ テ ユ タ カ に IV期 に お い て 着

莢 数 ・収量 との 間 に 相 関 が認 め られ た の み で，両 品 種 と

も 子実の 充実 を表 す ト実百粒 重 ・上 実歩合 との 相関 は 認

め られ なか っ た 。
こ の こ と は

， 落花生の 登 熟が 90日間 と

い う長期 に わ た っ て 行 わ れ る こ と．か ら きて い る もの と推

察 され た 。 ま た ， ナ カ テ ユ タ カ に つ い て は IV期 に お い て

も日照時間が 多け れ ば 子房柄が 有効化 し て 着莢数が 増加

し収 量 に 貢 献 す る こ とか ら，ナ カ テユ タ カ が タ チ マ サ リ

よ り安定 し て 多収 で あ る
一

因 と 推察 さ れ た。

　　　　　　　　　 摘　　　要

1 ．1978年 か ら 8 年 聞 タ チ マ サ リ，ナ カ テ ユ タ カ の 2 品

種 を用 い て マ ル チ 栽培 に お け る作況調査 を実施 し両品

種 の 気 象反 応 の 差 異 に つ い て 検討 し た 。

2 ．子 実重 と他形 質 と の 相関 は，2 品 種 と も主 茎長 ・茎

葉重 等 の 生 育 量 を表す 形質 と は認 め られ な か っ た が，

　開花期 と負の 相 関 が
， 着莢 数 との 問 に 高 い 正 の 相関が

認 め られ た 。 また ， タ チマ サ リで は E実歩合 との 間に

高 い 正 の 相 関 が 認 め られ た。

3．2 品種 と も播種 か ら開花期 まで の 期間の 気温 が 重 要

で ，こ の 期間が 高温 で 経過 す る と着莢 数 が 増加す る と

　と もに ， 上実百 粒重 が大 き くな っ て 多収 とな っ た。

4 ．II期以 降 に な る と，タ チ マ サ リで は気 象条件 と収量

　 との 間 に直 接 的 な 関係 は 認 め られ な か っ た が，ナ カ テ

　ユ タ カ で は II期 の 最低 。平 均 気 温 が 低 く降 水 量 が 少 な

い と着莢数 が増加 して 多収 と な り，ま た IV期の 日照時

間が 多い と 着莢数が 増加 し て 多収 と な っ た。
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